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2003年度事業報告書自 2003年４月１日 至 2004年３月31日特定非営利活動法人 地域生活サポートセンターじゅぷⅠ 全体の概要障害のある人々が地域であたりまえに生活していける社会の実現を図るため、障害のある人の自立・生活支援や、誰もが暮らしやすい街づくりに関する提言などを行い、もって社会全体の利益の増進に寄与することを目的とし活動した。2003年４月より開始した障害者支援費制度に則り滋賀県の指定を受け居宅支援事業を実施した。それに伴い従業者の養成が急務となったため滋賀県の指定を受け居宅介護従業者養成研修事業を実施した。また、支援費制度などの公的な制度では満たされない要求に応えるため私的居宅支援事業「ちゅぷ」を2004年２月より実施した。外出支援事業「まちかどサポートステーション」については共働作業所「まちかどプロジェクト」で実施されてきた事業を移管し、継続して実施した。自立生活トレーニング事業「コパン」についてはコパン運営委員会より引継ぎ実施した。通信の発行、研修会への参加や広告の掲載を通じて広報啓発事業を実施した。Ⅱ 事業の記録ならびに成果１．居宅支援事業事業内容 指定居宅支援事業所「地域生活サポートセンターじゅぷ」の運営実施日時 通年実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人宅又はサービス提供先対象者 大津・湖南地域および県内在住の、障害がある人で自治体より居宅支援費を受給している人事業開始当初は従前の「大津市全身性障害者介護人派遣事業」「大津市知的障害者ガイドヘルパー派遣事業」から移行という利用が中心であったが、予想していた以上に新規の利用希望が多くあった。また当初からの利用者の中にも生活環境の変化から利用希望時間が大幅に増加するという方もあった。結果、予想を大幅に超える利用状況となった。（表：利用者数・提供時間数）利用の増加に伴い、常勤従業員を増員するべく年度途中より求人した。事務員については2003年１月より１人を非常勤で採用し、2004年３月より同人を常勤として採用した。居宅介護従業者については年度中の採用には至らなかった（2004年４月より１名採用）。非常勤従業員は常時募集し続け随時採用した。（表：派遣従業員数）
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ほかに2003年１月より事務員１人を非常勤で採用し、2004年３月より同人を常勤として採用した。4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月身体障害者大津市 7 8 9 9 10 9 10 10 11 13 14 15草津市 1 1 1 1 1 1 0 2 2 2 2 2栗東市 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0守山市 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 2 1野洲町 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2中主町 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1五個荘町 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1小計 11 14 14 13 16 14 13 16 18 19 23 22知的障害者大津市 14 15 15 14 15 14 17 14 12 9 14 10草津市 2 3 3 3 4 4 4 4 4 4 3 3野洲町 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0小計 16 19 19 18 20 19 22 19 16 14 18 13児童大津市 0 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2草津市 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1小計 0 0 0 0 0 1 1 2 2 3 3 3合計 27 33 33 31 36 34 36 37 36 36 44 38

利用者数（人）
派遣従業員数（人）4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月常勤 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2非常勤 39 44 40 43 49 45 47 47 49 51 49 50

提供時間数（時間）4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月身体障害者 379.5 405.5 408.5 444.5 516 511 471.5 558.5 693 728 886 885知的障害者 189.5 329.5 218.5 459 375.5 380 338.5 494 127.5 142.5 131 161児童 0 0 0 0 0 1.5 2 20.5 14 23 8 19合計 569 735 627 903.5 891.5 892.5 812 1073 834.5 893.5 1025 1065
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・日中 8:00-18:00・夜間 18:00-22:00 （早朝の6:00-8:00を含む）・深夜 22:00-6:00※各文中、表中の「身体障害者」とは「身体障害者福祉法による居宅受給者」をあらわす。知的障害者、児童についても同様に「知的障害者福祉法による居宅受給者」「児童福祉法による居宅受給者」をあらわす。

時間帯別利用回数（回）４月 ５月 ６月 ７月回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜身体障害者 151 59 88 4 171 73 89 9 149 72 70 7 163 71 84 8知的障害者 54 40 14 0 45 26 17 2 82 47 34 1 112 76 36 0児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0合計 205 99 102 4 216 99 106 11 231 119 104 8 275 147 120 8８月 ９月 10月 11月回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜164 87 73 4 178 84 82 12 176 86 87 3 217 110 106 192 68 24 0 104 67 37 0 96 57 39 0 94 79 15 00 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0 7 7 0 0256 155 97 4 282 151 119 12 276 147 126 3 318 196 121 112月 １月 ２月 ３月回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜 回数 日中 夜間 深夜293 178 101 14 311 180 110 21 342 217 99 26 388 203 156 2952 30 22 0 39 34 5 0 53 35 18 0 43 39 4 09 9 0 0 12 12 0 0 6 6 0 0 10 10 0 0354 217 123 14 362 226 115 21 401 258 117 26 441 252 160 29

介護種別利用回数（回）４月 ５月 ６月 ７月身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常身体障害者 26 14 45 66 24 14 42 91 30 12 17 90 30 13 30 90知的障害者 2 7 42 0 1 4 40 0 11 12 59 0 9 14 89 0児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0合計 28 21 87 66 25 18 82 91 41 24 76 90 39 27 119 90８月 ９月 10月 11月身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常36 24 28 76 29 30 23 96 30 26 52 68 57 26 38 9613 7 72 0 15 11 78 0 14 11 71 0 16 2 76 00 0 0 0 4 5 0 2 049 31 100 76 44 41 101 96 48 37 123 68 78 28 116 9612月 １月 ２月 ３月身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常 身体 家事 移動 日常69 21 61 142 64 20 38 189 88 14 51 189 106 18 46 21810 3 39 0 9 1 29 0 14 4 35 0 1 0 42 08 0 1 0 9 0 2 0 4 0 2 0 6 0 4 087 24 101 142 82 21 69 189 106 18 88 189 113 18 92 218
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２．私的居宅支援事業（ちゅぷ）事業内容実施日時 2004年２月１日～2004年３月３１日実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人宅又はサービス提供先対象者 大津・湖南地域および県内在住の障害のある人事業を始めた理由は以下の通り①制度の狭間などにあり居宅介護を利用できない人のニーズに応えるため②資格を持たない人も関わることができるため③成果を上げることでその必要性を行政に訴える材料とできること利用状況とその内容２月--１回、 ３月--４回・通常は居宅介護を利用されている方の入院中の利用・精神的な障害があり居宅介護利用申請中の方に対する決定までの利用３．外出支援事業（まちかどサポートステーション）事業内容 移動に困難を抱える障害のある人や高齢者の移送サービス実施日時 通年実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人や高齢者宅又はサービス提供先対象者 移動に困難を抱える障害のある人や高齢者
年度当初は介護保険内での車を使用した移動についての見直しがあり、その影響で一時的に問い合わせや利用希望が増えた。現在は近隣に介護タクシー事業者が増加したためか利用は減少傾向にある。４．自立生活トレーニング事業事業内容 「自立生活トレーニングハウスコパン」の運営実施日時 通年実施場所 松一ビルとその周辺対象者 大津・湖南地域および県内在住の障害のある人

利用状況（件） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月利用件数 42 43 40 47 36 32 42 33 34 34 24 27

利用日数（泊） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月利用件数 8 15 17 13 12 14 15 9 10 2 10 4
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NPO法人での運営としての再スタートを機に方針、運営について再検討した。主な変更点は入会金50,000円を廃止し、利用料700円を食費込みの3,000円と変更した。また、利用登録者が７名から11名へと増えた。以前から住環境への不満が多くあったので移転を決意し物件を解約した。それに伴い利用料の負担が高くなることなどを説明し、移転先の検討を進めた。しかし利用者から負担の増加はできないという意見が強く、移転先が決まらぬまま、一時的に休止することとなった。運営方針と併せて今後も移転先を検討する。５．研修開催事業事業内容 県の指定を受け、居宅介護従業者養成研修事業を行う。実施日時 通年実施場所 瀬田北市民センターと大津・湖南周辺の地域対象者 障害のある人の支援に関わる人および関わろうとする人実施研修内容 実施期間 定員 希望者 決定者 修了者日常生活支援従業者養成研修 10/5～10/25 ５０人 ４５人 ４５人 ４３人知的障害者移動介護従業者養成研修課程 1/18～2/11 ３０人 ３１人 ３０人 ２８人当事業所で従事する者を養成することを目論み実施した研修であったが、予想に反し他事業所からの受講が多くあった。近隣での研修の実施が少ないためと思われる。2004年度は学生の勧誘に努め非常勤従業員の増員を図る。６．広報・啓発事業事業内容 通信（ぬぷぼん）の発行などを通じて広報・啓発活動を行う。実施日時 通年実施場所 事務所など対象者 不特定実施内容 実施時期第10回ピープルファースト全国大会in滋賀 協賛広告掲載 2003年11月29日～30日第５回手をつなぐ育成会小規模作業所／通所授産施設全国連絡協議会 2004年１月24日～25日全国大会 分科会での話題提供、ならびに協賛広告掲載通信「ぬぷぼん」の発行 2004年１月第７回アメニティーフォーラムinしが ポスターセッションブース出展 2004年2月20日～22日事業支出額（全事業計） 26,980,953円


